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■ 会 長 報 告        池ノ谷 敏正君 

皆さんこんにち

は。 

蒸し暑い日が続

いていますね。世

間では熱中症で体

調を崩される方も

いらっしゃるよう

なので、お体にはご自愛いただき、お過ごしいた

だきたいと思います。こうして例会でお顔を合

わせられるという事は、元気で幸せな証拠。とて

も素晴らしいことだと思います。 

本日は、藤枝南ロータリークラブより伊藤彰

彦会長と渡邊芳隆幹事がお見えです。お時間の

許します限り、ごゆっくりお過ごしください。 

さて、先週の例会終了後、理事会が開催されま

した。 

その中で、池谷会員よりご紹介の新会員の入会

が承認されました。とても喜ばしい事でありま

す。本日の例会内で、会員の皆様方にはプロフィ

ールを回覧いたしますので、ご審議の程よろし

くお願いしたいと思います。 

本年度の増強目標は、純増２であります。会員

増強委員会の方々におかれましては、本日で残

り目標純増１となったと思わず、本日から仕切

り直しの純増２のつもりで、増強活動に向かっ

ていただきたいと思います。 

恥ずかしながら私は、会長という立場になっ

て、年度の予算を組んでみまして、会員数による

収入の増減が、クラブの活動費の割り振りに大

きくかかわっていることを痛感させられましま

した。会員の増加は、クラブの活動・存続に大き

くかかわることであると心から実感しました。 

今年度は、まだまだ始まったばかり。クラブの

「明日への一歩」となる活動結果を、頑張って具

現化していただけるものと期待しております。

よろしくお願いします。 

ところで、一昨日は七夕した。皆さんは、いか

がお過ごしだったでしょうか。子どもや孫と一

緒にお住まいでないと、全く縁のない行事なの

かもしれません。 

七夕と言いますと、私は、旧清水市、今の静岡

市清水区の出身なので、清水の七夕祭りが真っ

先に思い浮かびます。 

私の子供のころはとてもにぎやかで、飾りも

多く、凄いイベントだったと記憶しています。 

私には小学生の子どもがおりますので、今年

も子どもと出かけましたが、私の子どものころ

の思い出と比べてしまうと、人出はさることな

がら、飾り付けの余りのさみしさに心が痛みま

す。 

商店街の各商店が、自費で毎年飾り付けを出

して競う七夕祭り。商店の数が減ってしまえば、

売り上げが減ってしまえば飾り付けも減ってし

まうのは当然のことです。 

地元の方々には何とか頑張って、盛り返して

いただきたいものです。そして、１年でも長く歴

史を刻み続けていただきたいと願うばかりです。 

そのためには、普段から商店街に人を集める

工夫をしたり、店舗数を増やす工夫をしなくて

はいけません。当然のことながら、努力は続けて

いらっしゃることと思います。 

これは清水の商店街に限らず、藤枝駅前の商

店街も全く同じです。お客の数の増加、売り上げ

の増加、店舗数の増加を商店街として目指して

いるはずです。 

そういう意味では、商店街もロータリーも目

指すところは同じなのかもしれません。 

会員増強にご理解をいただき、会員の皆様の

お力添えをお願いいたしまして、本日の会長報

告といたします。 
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■ 理 事 会 報 告         鈴木 舜光君 

・７．８月のプログラムが承認されました。 

・ガバナー補佐訪問時のクラブ協議会運営につ

いて承認されました。 

・納涼例会について承認されました。 

 ８月２０日（水）/１８時２０分開会点鐘/ｸﾞﾗﾝ 

 ﾃﾞｨｴｰﾙﾌﾞｹﾄｰｶｲ２４階ｺｽﾓｽ 

・藤枝市柔道祭･柔道選手権のご祝儀３万円が承 

 認されました。 

・新会員の入会が承認されました。 

 土屋秀夫君／ＮＴＴ西日本静岡支店藤枝営業

所／藤枝営業所所長 

・７月２３日の例会に白山ロータリークラブ・

野々市ロータリークラブ・白山石川ロータリ

ークラブより８名の方がメークアップにお越

しになります。 

■ 出 席 報 告           松葉 義之君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

32／41 78.05％ 35／41 85.37％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池谷君 ○石垣君 ○菅原君 ○鈴木邦君 

江﨑晴君 大杉君 落合君 鈴木透君 仲田晃君 

(２)メークアップ者  

松葉 隆夫君（焼津） 松田 真彦君（焼津） 

■ スマイル B O X          小西 啓一君 

・ゴルフ同好会３７、３８の７５で優勝しました。 

 あとは面接をがんばってシングルです。 

河井宏文君 

・経済産業省関東経済支局表彰を、6月25日商工 

会議所の総会でいただきました。  松葉隆夫君 

・今年も研修リーダーをやらせていただきます。 

松葉隆夫君 

スマイル累計額  ２７，０００円 

■ ポリオプラス寄付金                 

ポリオ撲滅活動へのご協力有難うございます。 

本日寄付金額   ７，２７１円 

寄付金累計額  １０，９１５円 

■藤枝南ＲＣ会長･幹事挨拶         

 

藤枝南ＲＣ 

伊藤 彰彦会長 

渡邊 芳隆幹事 

 

 

 

藤枝クラブの皆さん、こんにちは。本年度藤枝

南 RCの会長を仰せつかりました伊藤です。ま

た、隣に同席させていただきましたのが、幹事

の渡辺芳隆君です。本日は、新年度スタートに

あたりご挨拶にお伺いさせていただきました。 

 今年は、池ノ谷会長と鈴木幹事のお二人に、

ＰＥＴのころから何でも相談させて頂けて心強

いものを感じております。 

 私で 24代目の会長になります。早川前会長

までで、ほとんどこちらからの移籍メンバーと

チャーターメンバーが会長を経験し、いよいよ

私以降がクラブ発足後の入会者の会長というこ

とになります。私は第 3代会長の松田康夫さん

の時入会させていただきましたので丁度今年で

丸 20年藤枝南クラブでお世話になっていま

す。永くいた割には存在感が薄いため親クラブ

の皆さんともあまりお話をしたことが少ないか

もしれません。是非この機会にこんな男がいた

のかということでお見知りおきください。 

 さて、クラブ活動につきましては、今年はガ

バナー公式訪問と新年賀詞交換会を親クラブの

皆さんとご一緒させていただきます。特に新年

賀詞交歓会は親クラブの皆さんがイベントの企

画もやっていただけることになっていますので

今から楽しみにさせていただいております。 

 我々クラブは本年度特に大きな事業は予定し

ておりませんが、米山奨学生を受け入れており

ますので、もし卓話等ご要望がありましたら渡

辺幹事にお気軽にお申し付けください。ベトナ

ムからの学生さんで、誠実で日本語は大変上手

です。お酒が好きなようですから、夜間例会で

も喜んで参加すると思います。 

 これが私の年度の唯一の行事と考えていま

す。 

 次年度は創立 25周年記念行事を予定してお

ります。さらにその翌年度はガバナー補佐をわ

がクラブで受けることとなり、丁度平和な年度
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に会長ができホッとしております。 

 以上、簡単ですがご挨拶とさせていただきま

す。一年宜しくお願いいたします。 

■ ロータリーの友紹介    石垣 善康君 

【２０１４年７月号】 

ロータリーの友―概況 

《横開きページ》 

Ｐ３ ロータリーの友委員会委員長橋本様 

   ロータリアンは、ロータリーの友を有料

購読しなくてはならない。 

   その目的は、ＲＩの果たすべき目的の推

進、目的達成の為の重要媒体。 

Ｐ６ ロータリーとは＝わかりやすく説明して

あります。  

Ｐ８ ＲＩ会長ゲイリーホアン氏の経歴が記載、

面白く読めます。 

Ｐ１７ＲＩのテーマ ＜ロータリーに輝きを＞ 

   ＲＩ会長― 孔子は、私にとって元祖ロ

ータリアン。 

   ２，０００年以上前に自分の行いを正し

く、家庭を整え、国家を治める。 

   其のことが、天下が平和になる要素であ

る。  と言ってます。 

《縦開きページ》 

Ｐ１５ 友愛の広場  例会の上で成り立つロ

ータリーの職業奉仕 

    仕事に精を出す事、職業奉仕の原点。 

 

Ｐ１８ 友愛の広場  アンチエイジングを目

指す健康法 

Ｐ２４－Ｐ３５   

ロータリーアットワークが記載 

    全国のクラブの活動、奉仕活動が記載

されています。 

    参考にしたいものです。 

■ク ラ ブ 協 議 会              

 

ｸﾗﾌﾞ管理運営委員会 

 大長 昭子君 

 

 

 

担当部門 

会場設営、プログラム、親睦、出席、 

保健、クラブ広報 

委員 

委員長(大長)、担当リーダー７名、 

副リーダー６名、委員１１名  計２５名 

新たな取組み 

1.会場設営 

新入会員、先輩会員の親睦を深めるため 

例会の座席指定(第一、第三) 

2.プログラム 

外部卓話を増やす 

3.親睦 

4.クラブ広報 

奉仕プロジェクトと連携し未来の夢計画等

を新聞、ホームページ等でＰＲ 

5.保健 

会員・家族の健康管理 

6.出席 

出席率 85パーセント以上目標 

スマイルは前年度比 20パーセントアップ 

予算 

2,586,000 円 

 

 

 

奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会 

  平 和則君 

 

 

 

 

今年度の事業計画は、職業奉仕、社会奉仕、国際

奉仕活動を柱とし、活動内容も昨年度と比べ大

きくは変わりませんが、新たな取組みとして社

会奉仕活動の中核事業である静岡産業大学情報

学部冠講座を未来の夢計画に基づく地区補助金

を活用した奨学金プログラム(学生が提出する論

文に奨学金を付与する)として実施いたします。

当クラブとして地区補助金を活用した初めての

事業であり、予算的にも増額(今年度 17 万円の

増額)となることから、 

今後の活動を考える上で大事な年となります。 

 冠講座も昨日で 10 講座が終わり、残すところ

2 講座となりました。講師の皆様方のご協力でこ

れまで順調に進んでおります。この場をお借り

してお礼を申し上げます。次回 7 月 15 日は大長

副幹事、最期の 7 月 22 日は池ノ谷会長が「私と

仕事とロータリー」と題して講義をされます。お

忙しいとは存じますが多くの会員の皆様の聴講
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をお願いいたします。 

 今年も第 5 回「富士山絆の日」に参加する予

定です。期日は 8 月 23 日(土)、昨年は畑、間野

の両会員と私の 3 名で参加いたしましたが、奉

仕事業としての清掃活動、文化遺産の構成要素

の見学等、直接、世界遺産に触れることが出来る

チャンスでもあり、多くの皆様方に参加いてい

ただきたいと思っております。 

 職業奉仕は例年通り 2 回の職場訪問例会を 10

月と 12 月に実施いたします。大人の社会科見学

として(株)バスクリン工場の見学を予定してお

りますが別の見学先として、富士フィルム(株)も

候補に上がっています。決定次第、ご案内申し上

げます。 

 昨年に引き続き本委員会の委員長を仰せつか

ることになりました。奨学金プログラムは初め

ての試みで正直不安な面もありますが、委員会

の皆様を始め会員の皆様のご理解とご協力を得

て、成功裏に終わらせたいと願っております。引

き続き⒈年間よろしくお願いいたします。 

 最期になりますが、次年度、地区補助金事業に

ついては、財団委員会と連携して実施の要否を

含め検討を進めて参りますので、皆様方の積極

的なご意見等をお聞かせください。 

重ねてお願いいたします。 

 

 

 

 

ﾛｰﾀﾘｰ財団委員会 

 青島 克郎君 

 

 

 

本年度ロータリー財団委員会の委員長を務めさ

せていただきます。一年間どうぞ宜しくお願い

致します。 

＜ロータリー財団＞ 

・基本方針 

財団への理解を深め、実施と計画及び事業

について奉仕プロジェクト委員会と連携し

て検討する。 

・事業計画 

(1)ロータリー財団年次寄付。 

ＵＳ＄120／人・年 

(2)ロータリー財団恒久基金寄付。 

ベネファクター1名 ＵＳ＄1,000 

(3)テーブルポストによるポリオ寄付を実施。 

(4)藤枝ロータリークラブ奨学金プログラム 

 を実施。 

(5)奉仕プロジェクト委員会と合同でリーダー 

  会議を開催。次年度補助金プログラムの

計画及びグローバル補助金事業について

検討。 

(6)ロータリー財団月間に財団理解のための 

 卓話を行う 

・予算 

14,000 円 

＜米山記念奨学会＞ 

・基本方針 

趣旨及び活動等を啓蒙するため、資料等を

利用しながら米山月間に例会を担当する。 

・事業計画 

(1)米山記念奨学会寄付。 

14,000 円／人・年 

（内 2,000 円は会費より支出） 

(2)米山月間にＤＶＤを利用した米山奨学会 

 の啓蒙のための卓話を行う 

・予算 

20,000 円 

 

 

 

 

会計 

 玉木 潤一郎君 

 

 

 

クラブ計画書Ｐ３５ 

ロータリー財団寄附金勘定の訂正をお願いしま

す。 

誤 100＄×41 名×102 円 418,200 

      ↓ 

正 120＄×41 名×102 円 501,840 

なお、2014-2015 年度予算書では、Ｒ財団特別寄

付 120＄となっているので、総金額に変更はあり

せん。 

 

 

 

 

 

 

 



2051‐5 

 

★ 冠 講 座                     

＜開講日＞ 

     平成 26年 7月 8 日㈫ 

＜講義内容＞ 

     物造り企業の経営 

～付加価値経営～ 

＜担当者＞ 

共和成産㈱ 

     代表取締役社長 鈴木 透君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／畑君） 


